
 滋賀工場は比叡山の麓、琵琶湖の畔、恵まれた環境の中、化学技術をベースにユニークなエレ
クトロニクス素材を開発・生産しています。私たちは、自然環境にやさしい工場をめざすとともに、
常に安全を確保し、地域社会のと共生に努めています。 

１．環境方針  

 １９９８年ＩＳＯ１４００１を認証取得して３年、継続的な環境改善を図ってきており、２００１年
４月環境方針をブラッシュアップして改訂しました。  
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２．組織 

 環境マネジメントシステムを効果的、効率的に推進するための「環境マネジメントシステム
組織」により活動を行っています。  
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３．環境目的・目標及び達成状況 

 環境保全を継続的に向上させるため、環境マネジメントシステムにより年度毎に環境目
的・目標を定め、取り組んでいます。 
 ２０００年度の環境目的・目標及び達成状況は次の通りです。  

２０００年度 環境目的・目標及び達成状況 
環 境 目 標 計 画 達 成 状 況

電材製造工程からの排出
する有機溶剤の総量を抑
制する。

1. 有機溶剤を使用した洗浄工程
の一部を、溶剤を使用しない
工程への改善、又は外部委託
する検討を進める。  

2. 関係会社の製造設備が稼動
するのを受けて、総排出量の
再調査を行い、処理設備の方
式検討に反映させる。 

1. 技術検討により、工程改善の
目途がついたため、コスト面
での検討を開始した。  

2. 関係会社の製造設備が稼動
し、総排出量が半減したた
め、排ガス処理設備設置計画
の修正を進めている。 

産業廃棄物の減少、再利
用に取り組み、廃棄量（埋
立、焼却）の減少を図る。

1. ＥＬＭ廃棄フィルムを再資源化
するための調査、検討を行う。  

2. ＰＩ廃棄フィルムを再資源化す
るための調査、検討を行う。 

1. 大型廃棄フィルムは再資源化
を実現し、2001年1月より売却
を開始した。  

2. 減容化によりコスト削減を行う
とともに、再資源化の調査を
継続する。 

事務用紙の使用量削減と
リサイクル及び生活系再
資源化物（ボトル、ビン、缶
類）のリサイクルに努め
る。

1. 事務用紙の使用量削減とリサ
イクル及び生活系再資源化物
（ボトル、ビン、缶類）リサイク
ルの取組みを継続して実施す
る。 

1. 事務用紙の削減は電子メー
ルの利用、両面コピーの活用
を継続して実施した。 
事務用紙リサイクル率は69％
と安定、生活系資源物は80ｍ
３を回収した。 

従業員の環境保全意識の
醸成のため、工場周辺の
琵琶湖岸を清掃しゴミの回
収を行う。

1. 工場周辺の琵琶湖岸の清掃
活動を年４回実施しゴミの回収
を行う。 

1. 年４回（6月、7月、9月、12月）
実施。参加者延人数95名、回
収ごみ計640kg。 
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４．監視・測定 

 環境に著しい環境影響を及ぼす可能性がある運用、活動のかぎとなる特性を定常的に監視する
ため、大気、水質汚染物質の排出量、及び騒音・振動の定期的な監視・測定を行い、問題のないこ
とを確認しています。 
 ２０００年度の監視・測定結果は次の通りです。  

〔 大 気 〕 

〔 水 質 〕 

〔 騒音・振動 〕 

施設名 測定物質 規制値 測定位置

測 定 結 果

２０００年度 １９９９年度

01/01月 00/07月 判 定 00/01月 99/07月 判 定

ボイラー

ＳＯｘ K=8.76以下 排出口 0.100 0.099 ○ 0.103 0.104 ○

ＮＯｘ 180ppm以下 排出口 60 46 ○ 81 74 ○

ばいじん 0.2g/m3以下 排出口 0.008 0.008 ○ 0.019 0.003 ○

ガスタービン

ＳＯｘ K=8.76以下 排出口 0.490 0.582 ○ 0.327 0.326 ○

ＮＯｘ 180ppm以下 排出口 121 116 ○ 140 143 ○

ばいじん 0.2g/m3以下 排出口 0.040 0.011 ○ 0.003 0.006 ○

乾燥炉 ＮＯｘ 230ppm以下 排出口 15 45 ○ 33 34 ○

〈測定頻度〉１．ボイラー、ガスタービンのＳＯｘは１回／２ヶ月、測定結果は平均値。 

２．その他は１回／６ヶ月、測定結果は平均値。

〈判   定〉○印は測定結果が自主管理値を以内であることを示す。

施設名 測定物質 規制値 測定位置

測 定 結 果

２０００年度 １９９９年度

下期 上期 判 定 下期 上期 判 定

総合 
排水口

ｐＨ 6.0～8.5 排水口 6.9～7.7 6.9～7.7 ○ 6.6～7.7 6.8～7.8 ○

BＯＤ 20mg/l以下 排水口 ND ～5.0 1.2～7.1 ○ ND ～12.0 ND ～3.6 ○

ＣＯＤ 20mg/l以下 排水口 2.7～3.9 2.6～4.8 ○ 2.5～6.5 2.7～5.2 ○

SS 70mg/l以下 排水口 ND ～6.0 ND ～3.6 ○ ND ～4.0 ND ～5.2 ○

油分 5mg/l以下 排水口 ND ～3.3 ND ～1.8 ○ ND ～1.2 ND ～2.4 ○

全窒素 8mg/l以下 排水口 0.9～1.8 0.8～1.7 ○ 0.6～2.7 0.6～1.2 ○

全りん 0.8mg/l以下 排水口 ND ND ○ ND ND ○

フェノール 1mg/l以下 排水口 ND ～0.5 ND ○ ND ND ○

銅 1mg/l以下 排水口 ND ～0.03 ND ○ ND～0.02 ND ○

鉛 0.1mg/l以下 排水口 ND ND ○ ND ND ○

塩化メチレン 0.2mg/l以下 排水口 0.001～0.019 0.002～0.008 ○ 0.006～0.015 0.001～0.020 ○

〈測定頻度〉１．一般項目（ｐＨ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、油分）は週１回。

２．全窒素、全りん、フェノール、銅、鉛、塩化メチレンは１回／１ヶ月。

〈判   定〉○印は測定結果が自主管理値を以内であることを示す。

施設名 測定物質 規制値 測定位置

測 定 結 果

２０００年度 １９９９年度

下期 上期 判 定 下期 上期 判 定

敷地境界

騒 音 65/70/60以下
敷地境界 

８点
55～60 55～60 ○ 55～60 50～60 ○

振 動 65/60以下
敷地境界 

４点
40以下 40以下 ○ 40以下 40以下 ○

〈測定頻度〉２回／年。

〈判   定〉○印は測定結果が自主管理値を以内であることを示す。
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５．環境監査 

 環境目的・目標の進捗状況及び環境マネジメントシステムの確実な運用をチェックするた
め、外部機関や社内及び工場内の監査員による環境監査を実施しています。 
 ２０００年度は次の環境監査を実施し、環境マネジメントシステムが機能していることを確
認しました。  

●環境内部監査（7、8月） 
 資格認定を受けた７名の主任監査員、１０名の
内部監査員が１２部署の総てを内部監査し、環境
マネジメントシステムが機能していることを確認し
ました。 

●環境安全衛生査察（12月） 
 社内経営層による環境安全衛生査察を受け、環
境保全活動の継続的な前進が確認されました。 

●外部機関によるＩＳＯ１４００１更新審査（2000／
3月） 
 ＩＳＯ１４００１承認取得後３年を経過し、認証機
関による更新審査を受審、更新が認められまし
た。 
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６．教育、啓発活動 

 教育啓発活動は、環境マネジメントシステムを運用していく上で重要な位置を占めていま
す。 
工場の環境目的・目標にも"従業員の環境保全意識の醸成"を上げ、活動を展開していま
す。  

●工場周辺の琵琶湖岸の清掃活動 
 年間４回の清掃活動を行い、幹部職を含め全員
が参加し、環境保全意識を啓発しました。 
（現場交替要員を除く） 

●事務用紙の使用量削減とリサイクル 
 事務用紙のリサイクルに取り組んで３年が経過
し、２０００年度もリサイクル率６９％に達していま
す。 

●工場総合防災訓練 
 琵琶湖と接した工場の特性を鑑み、万一の災害
時でも油等の琵琶湖への流出を防止するため定
期的に総合防災訓練を実施しています。 

●環境マネジメントシステム教育 
 全従業員に対してＩＳＯ１４００１規格の要求内容
に沿った計画的な教育・訓練を行い、その効果を
経年的に把握しています。 
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７．地域社会貢献活動 

 滋賀工場では環境方針でも定める通り、近隣地域への環境保全、コミュニケーションを重
要な課題と認識し、ＩＳＯ１４００１認証取得以前からレシポンシブル・ケアー（責任ある配慮）
実行計画の中で活動を継続しています。 

●大津市と環境保全協定の締結（11月） 昨年１１
月、自主的な環境保全の計画的な推進を内容とし
た大津市との環境保全協定を締結しました。 
 環境マネジメントシステムを確実に実行し、協定
の精神に沿った運用を実施しています。 

●ＪＲ比叡山坂本駅前に最澄像寄贈（12月） 当社
創立５０周年の記念事業として、ＪＲ比叡山坂本駅
前広場に若き日の最澄像を寄贈し、利用者・地域
住民にいこいのひとときを提供しています。 

●納涼祭の開催（8月） 夏のひととき、納涼祭を開
催し地域の人たちとともにふれあいの場を提供しま
した。特に本年は地元ＦＭラジオ局の生中継があ
り、５００人を超える方々が集まり、盛大な開催とな
りました。 

●地元小学校の工場見学（6月） 地域の方々に企
業活動を広く理解して貰う一環として、地元小学校
の工場見学を受け入れています。 
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８．廃棄物 

 工場から発生する産業廃棄物・事業系一般廃棄物は、工程内リサイクル・再資源化委託
を進め一部プラスチックのリサイクル、溶剤の工程内リサイクルを実現しました。 
 産業廃棄物の委託処理は環境マネジメントシステムにより、現地確認の実施・マニフェスト
管理を総ての廃棄物に対して実施しています。 
 今後更に、工程内リサイクル・再資源化に向けた取り組みを進めていきます。 
 ２０００年度の産業廃棄物処理状況は次の通りです。  

産業廃棄物処理状況（2000年度） 

種  類 発 生 量 中 間 処 理 最 終 処 分

廃プラスチック 
廃 油 
廃酸、廃アルカリ 
ガラス屑 
金 属 屑 
焼却残さ 
そ の 他

 ９８４ton 

破砕、選別  
焼却 
中和

再資源化  240 ton 
埋立処分  212 ton
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９．化学物質管理 

●ＭＳＤＳ（マテリアル･データー･シート） 
 化学物質による災害を未然に防止するために、工場で使用・取り扱う及び出荷する総ての
化学物質に対してＭＳＤＳ〈化学物質の安全データシート〉を整備しています。 
 又、工場から出荷する漏洩・火災爆発の可能性のある化学物質についてはイエローカード
の携行を義務付けています。 

  

●ＰＲＴＲ 
 化学物質の環境への排出量を把握するため、ＰＲＴＲ（環境汚染物質の排出及び移動量
の登録）を手順書に定め、実施しています。 
 ２０００年度は、法律に定められた対象化学物質のうち工場で取り扱う６物質について実施
しました。  
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１０．環境保全コスト 

 環境保全コストは、環境保全活動の妥当性を把握評価するために環境保全対策に掛かる
費用を算出するもので、継続的で効果的な環境改善を進めていく上で、このコストを把握す
ることは重要な指標と考えています。 
 ２０００年度は、準備期間として算出方法の検討を行いました。 近い将来に「環境保全コ
スト」を公表し、更に収支バランスまで精査できる環境会計へ移行させていきます。  
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問い合わせ先 

 鐘淵化学工業株式会社 滋賀工場 
  〒５２０－０１０４ 
    滋賀県大津市比叡辻２丁目１－１ 
     環境安全衛生チーム 
      ＴＥＬ ０７７－５７７－２１００ 
      ＦＡＸ ０７７－５７７－２１１５ 
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